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　このことについては、「土木工事設計標準」（昭和６０年９月１９日付発管秘
第１１８号）及び「高炉セメント使用の取扱いについて」（昭和５７年３月１１
日付発管第６３号）により通知しているところですが、このたび、使用基準を別
紙のとおり改正しましたので、昭和６１年４月１日以降起工決裁する工事から適
用してください。
　また、この改正によりほとんどの土木構造物に使用する生コンクリートは高炉
セメント使用のものとなりますが、高炉セメントには、
（１）初期強度の発揮が遅い
（２）早期材令において、低温及び乾燥の影響を受けやすい
等の特徴がありますので、初期養生は十分に実施する等施行管理に注意してくだ
さい。

                 生コンクリートの取扱い

生コンクリートを使用する場合、土木工事共通仕様書１２３条レデーミックスト
コンクリートによるものとする。
設計基準強度に対する生コンクリート使用の場合の呼び強度は次表とする。

表１一般構造物



別紙

（注）
   １）耐久性を特に必要とする海岸等の構造物は呼び強度１８０とする。
   ２）橋台翌壁の呼び強度は２１０を原則とするが、１橋台当り１０ｍ２以下
     の場合は、本体（重力式、Ｌ型等）と同一の強度としてよい。
   ３）セメントの種類は、普通：普通（早強）ポルトランドセメント、高炉Ｂ
     ：高炉セメントＢ種

表２

港湾構造物

注
   １）「最大水・セメント比」は耐久性を基にして定めたものであり強度から求まる
       水・セメント比に優先しなければならない。
   ２）異形ブロックは根固めを目的とする場合でも取扱い等を考慮して消波・被覆と同一に
       扱う。


